
４
要 覧

群馬県総合教育センター

Comprehensive Education CenterGunma Prefectural Board of Education

令和 年度



目 次

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ⅰ 沿革 １

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ⅱ 組織・職員 ２

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥Ⅲ 総合教育センターの主な取組 ３

Ⅳ 事業概要

１ 研修事業

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥(1) 研修講座 ４

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥(2) 教育研修員研修 ６

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２ 調査研究事業 ７

３ 教育活動支援事業

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥(1) カリキュラムセンター ８

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥(2) ぐんまスクールネット ９

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥(3) 教育情報の提供 ９

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４ 相談事業 １０

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５ 特別支援教育センター事業 １１

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６ 幼児教育センター事業 １１

‥７ ハートフル・スクール・サポートステーション事業 １２

施設配置図

案内図



- 1 -

Ⅰ 沿 革
昭29. 6 群馬県教育研究所設置

（県立図書館内）
昭35. 4 群馬県科学技術教育センター設置

（県立前橋工業高校内）
昭36. 4 群馬県教育研究所移転（県庁内）
昭37.11 群馬県科学技術教育センター竣工

（前橋市荒牧町）
昭42. 4 群馬県教育センター設置

（前橋市荒牧町）
群馬県教育研究所及び群馬県科学技
術教育センター廃止
教育研修員制度開始

昭42. 7 群馬県教育センター開所

昭46. 3 中型電子計算機設置（FACOM230-25）
昭52. 7 群馬県教育センター10周年記念式典
昭62. 7 群馬県教育センター20周年記念式典
昭63. 9 中型電子計算機更新（FACOM730-20）
平 3.12 群馬県総合教育センター（仮称）建

設工事着工
平 4. 4 総長の設置

教育センター開設準備班の設置
平 5. 8 本館棟・講堂棟竣工
平 5.12 前橋市から伊勢崎市に移転
平 6. 1 「群馬県教育センター」を廃止し、

「群馬県総合教育センター」を設置、
特殊教育センターを附置

平 6. 2 中型電子計算機更新（FACOM1600-2）
平 6. 3 ＡＶシステム導入
平 6. 4 群馬県総合教育センター開所
平 8. 3 教育用ソフトウェアライブラリ設置
平 9.10 インターネット拠点設置

群馬県総合教育センター（伊勢崎市今泉町）

群馬県教育センター（前橋市荒牧町）

平12.10 教育情報衛星通信ネットワーク（エル
・ネット）の受信設備導入

平14. 2 「総合発表フェスタ」開始
（後の「ぐんま教育フェスタ」）

平14. 2 ぐんまスクールネット（ＧＳＮ）の
運用開始

平15. 4 グループ制導入
「特殊教育センター」を「特別支援
教育センター」に改称
「ぐんま教職員ステージアップシステム」
の導入

平17. 9 児童生徒学力向上調査研究開始
平18. 4 「カリキュラムセンター」設置

「子ども教育支援センター」設置
メールマガジン配信開始

平18.11 「いじめ緊急対策室」設置
平19．3 児童生徒学力向上調査研究結果報告
平19. 4 「幼児教育センター」設置

「ぐんま教師塾」（特別研修員）開設
（～平20.3）

平20. 4 係制導入
「いじめ緊急対策室」を「いじめ対
策室」に改称

平25. 4 「いじめ対策室」を「いじめ・生徒
指導相談室」に改称
「生徒指導相談係」「いじめ対策係」
を「いじめ・生徒指導相談係」に統合

平27. 4 「いじめ・生徒指導相談係」を「子ど
も教育相談係」に改組し、相談事業
の窓口を「子ども教育相談室」に一
本化

歴代総長、所長
平 6.1～ 8.3 坂西 輝雄 総長
平 6.1～ 7.3 岩井 榮壽 所長
平 7.4～ 8.3 田畑 一夫 所長
平 8.4～10.3 鈴木 信行 所長
平10.4～13.3 池田 眞澄 所長
平13.4～15.3 山口 晃 所長
平15.4～17.3 津久井 勲 所長
平17.4～19.3 飯野 眞幸 所長
平19.4～20.3 濱田 陽一 所長
平20.4～22.3 橋本 正男 所長
平22.4～24.3 髙橋 宏明 所長
平24.4～25.3 木村 雅治 所長
平25.4～26.3 堀澤 勝 所長
平26.4～27.3 宮内 伸明 所長
平27.4～28.3 小笠原祐治 所長
平28.4～29.3 岡島美智子 所長
平29.4～31.3 野村 晃男 所長
平31.4～令2.3 上原 篤彦 所長
令 2.4～ 3.3 藤塚 博幸 所長
令 3.4～ 4.3 竹之内 篤 所長
令 4.4～ 黒澤 英樹 所長
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Ⅱ 組織・職員

予算の編成・管理、施設・財産の管理、受講者旅費、講師報償費・旅費 等
総 務 係

係長 主 幹 岡田久美子 宮沢 明子 主 任 新井 哲
奥澤 千鶴 主幹専門員（ﾊｰﾄﾌﾙｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ） 新井有希子

会年職員 田邊 勝彦 梶塚実知代 金子 純子
会年職員（ﾊｰﾄﾌﾙｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ) 横堀真理子

岩内 了 浦上 護 谷口 海斗 中澤 遼
松島 洸 眞下 智和

所 長 研修講座の企画、教育研修員研修の企画、調査研究の企画、教育実践研修の企画、
研究企画係 生徒指導関連研修の運営 等

黒澤 英樹
補佐（係長） 指導主事 諏訪 妙子 道上 行彦 天田 直木 太田 紀子

副所長 内田 敬久 山中 英史 新井 浩史
（兼）子ども教育 会年職員 水村 達英
相談室長

義務教育関係研修の運営、特別研修の運営、ぐんま教育フェスタ 等
鎌田 英喜 義務教育研究係

補佐（係長) 指導主事 尾形 一美 小倉 久代 豊岡 大画 西原 和久
研究・研修主監 川端 良信 福島 純子 林 和弘 橋本 亮 柳川 祥恵

高校教育研究係

次 長 補佐（係長） 指導主事 小野 智信 阿左見充良 贄田 浩明 贄田 秀樹
茂木 豊 坂本 直之 今井 俊介 新井 裕之 小林 浩之

関 亨
情報関係研修の運営、長期社会体験研修の企画運営、カリキュラムセンター運営

教育情報推進係 管理、ぐんまスクールネット運営管理、ＡＶ教育機器管理 等

補佐（係長） 指導主事 清水 幸治 渡會 未央 髙橋 邦明 今川 一生
大野 慎一郎 大野 友朗

主 幹 高田 知子 会年職員 小倉 明子

特別支援教育関係研修の運営、特別支援教育センターの運営 等
特別支援研究係
(特別支援教育センター）

補佐（係長） 指導主事 町田 直紀 関根 一美
水谷 佳子 主 任 澤田 佳祐

幼児教育関係研修の運営、家庭教育支援、幼児教育支援 等
幼児教育センター

補佐（センター長） 指導主事 中村 崇 大島 崇
五十嵐 豊

子ども教育相談係 教育相談関係研修の運営、子ども教育相談室の運営、不登校対策推進事業 等
(子ども教育相談室）

指導主事 田所由美子 山田 雅之
補佐（係長） 研 究 員 小倉 紀子 小林 和代
瀬山 卓穂 会年職員 日髙千栄美 中嶋 芙美 都丸 和好 鈴木 信弘

外山 一郎
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Ⅲ 総合教育センターの主な取組

総合教育センターでは、幼児、児童生徒の「生きる力」の育成に向けて教職員の資質向上を図

るため、研修講座をはじめ各種事業の改善・充実に取り組んでいます。

また、相談事業など各種機能の充実に努め、子供たちや保護者、教職員から信頼される総合教

育センターを目指しています。

２ 調査研究事業

教育の今日的課題や学校等が抱えている教育課題の解決に役立つよう、教育研究等の調

査研究を行います。

１ 研修事業

(1) 研修講座

国や県の動向、喫緊の課題等を踏ま

えて、教職員の経験や職種・職務に応

じた研修を実施し、教職員の資質向上

を図ります。

(2) 教育研修員研修

長期研修、長期社会体験研修、特別

研修を実施し、高い専門性と実践的な

指導力等を身に付け、指導的な役割を

担うことができる人材を育成します。

３ 教育活動支援事業

(1) カリキュラムセンター

特色ある学校づくりと授業等の充実

に向けて教育関係資料の収集と提供を

行います。また、学校等の要望に応じ、

指導主事を派遣して研修の支援を行い

ます。

(2) ぐんまスクールネット

総合教育センターが教育情報ネット

ワークの拠点となって、県立学校が安

心して様々な情報を入手し、情報発信

できる環境を提供しています。

(3) 教育情報の提供
Ｗｅｂページや電子版センターだより、ぐんま教育フェスタ、ぐんま教育賞等を

通じて学校現場等に役立つ教育情報の提供を行います。

４ 相談事業

子ども教育相談室において、学校・園の生活や学業、いじめや不登校、生活習慣や養育、

発達の遅れや就園・就学等、教育や子育てに関する相談に対応します。

５ 特別支援教育センター事業

特別支援教育の充実に向けて、特別支

援教育に関する情報発信や機関連携を行

います。

６ 幼児教育センター事業

幼児期の教育の充実に向けて、研修会や

講師派遣を通して幼児教育施設の職員や子

育ての支援者を支援します。

７ ハートフル・スクール・サポートステーション事業

一般就労を目指す障害のある方（ステーション スタッフ）に校務職場における働く場を

提供しています。
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Ⅳ 事業概要
１ 研修事業

(1) 研修講座

第３期群馬県教育振興基本計画や群馬県教員育成指標を踏まえて研修を体系化した「ぐんま

教職員ステージアップシステム」に基づいた研修を実施し、教職員の資質能力の向上を図ります。
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◇ 令和４年度 研修講座一覧表
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(2) 教育研修員研修

◇ 長期研修

総合教育センターにおいて１年間の研修を行います。

本県の教育課題を踏まえた研修を通して、実践的な指導力や助言力を

目的 高めるとともに、研究協力校や地域の中核として指導的な役割を担うこ

とのできる人材を育成します。

○国の動向や県教育委員会の指導方針を踏まえて、「始動人」の育成や教

育課題の解決に向けた研究及び研修を行います。

内容 ○研究協力校等の校内研修に積極的に参画し、実践的な指導力や助言力

を高めます。

研修員数 １５名 【内訳：小７、中５、高２、特支１】

◇ 長期社会体験研修

企業等において１年間の研修を行います。

企業等における研修を通して、社会的識見や教科の専門性を高めると

目的 ともに、本県のキャリア教育の中核として指導的な役割を担うことので

きる人材を育成します。

○企業等における研修を通して社会的識見を高めるとともに、学校組織

の活性化に資する研修を行います。

内容 ○研修の成果を「始動人」の育成を目指した本県のキャリア教育の充実

に生かします。

本年度の研修先は次の２社です。

【株式会社ＳＵＢＡＲＵ、株式会社ヤマト】

研修員数 ２名 【内訳：高２】

◇ 特別研修

学校に勤務しながら、総合教育センター等において年間２５日の研修を行います。

目的
授業・保育実践等を通して、教科等の指導力を高めるとともに、研究

協力校・園や地域において指導的な役割を担うことのできる人材を育成
します。

○幼児、児童生徒の実態に応じた授業・保育実践等を通して、指導方法

内容 や評価方法の改善に資する研究及び研修を行います。

○積極的に授業・保育公開を行い、教職員の教科等の指導力向上に寄与

します。

研修員数 ４４名 【内訳：小１７、中１４、高１１、特支２】
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２ 調査研究事業

◇ 調査研究の推進

教育の今日的課題や学校等が抱えている課題の解決に向けた調査研究を行い、研究の成果を

Ｗｅｂページに掲載するとともに、研修講座にも取り入れていきます。

○ 教育研究等の内容

・今日的な教育課題等

・総合教育センター各係・幼児教育センターが主管する専門的事項に関するもの

・その他、必要な事項

○ 研究者

指導主事・研究員及び長期研修員等

○ 研究の組織

調査研究の実施に当たっては、その内容により、次の研究組織から適宜選択して行います。

・係を越えた研究組織（プロジェクトチーム等）を編成して行う。

・係を単位とする研究組織を編成して行う。

・二人以上の研究組織を編成して行う。

・個人が単独で行う。

○ 研究結果の公表等

調査研究結果は、原則として公表します。総合教育センターＷｅｂページ、総合教育セン

ター刊行物への掲載等を行います。

◇ 群馬大学との連携

○ 共同研究

群馬大学と県教育委員会関係課及び総合教育センターが、喫緊の教育課題を研究テーマと

する研究部会を設置し、実践研究の推進と研究成果の学校現場への還元を図ります。

○ 連携事業

群馬大学と県教育委員会関係課及び総合教育センターが、協働で取り組むことが有効な事

業を選定し、相互に連携して取り組み、事業の充実を図ります。

○ 授業の聴講

長期研修員が群馬大学大学院教育学研究科（専門職学位課程）の授業を聴講することで、

自らの研究の深化を図り、教員としての資質の更なる向上を目指します。



- 8 -

３ 教育活動支援事業

(1) カリキュラムセンター

特色ある教育活動の実現や授業の改善・充実等に役立つ教育資料・図書等を収集し、閲覧・

貸出を行っています。また、校内研修や授業改善等に関わるものについての指導主事の派遣や

総合教育センター所有の教材・教具の貸出・提供による支援も行っています。

◇ 教育資料・図書等の閲覧・貸出

◇ 各学校園・教職員への研修支援

◆教育関係資料の閲覧
学校・研究機関などから提供された資料、約45,000冊を配架

◆教育関係図書の貸出
校内研修や教材研究などに役立つ図書、約21,000冊を配架
・個人では、５冊、２週間貸し出します（電話連絡によって２週間の延長が可能）。
・校内研修や教材研究に活用できる「英語パック」は、１か月間の利用が可能です（学校・
研究所等の団体貸出に限定）。

◆教育用ビデオ・ＤＶＤソフトの貸出
人権教育や情報モラル教育など教育用ビデオ・ＤＶＤソフト、
約600本を配架
・いじめ問題 ・校内研修 ・はばたけ！ぐんまの子どもたち 等

◆資料検索サービス
教育関係資料の検索が迅速化
・事前に申込みをすることで、来所の際すぐに閲覧・貸出ができます。

◆校内研修や研究会へ指導主事を派遣
・授業研究会での指導助言、ワークショッ
プなどの研修支援を行います。

（例）
・授業研究会での指導助言
・ＩＣＴを活用した授業づくり研修
・携帯ネット問題についてのセミナー
・特別な支援が必要な子供への対応 等

◆教材・教具の貸出・提供
・校内研修、教科部会などの充実を支援
します。

（例）
・田中ビネーⅤ、ＷＩＳＣ－Ⅳ、Ｋ－ＡＢＣⅡ
・特別支援教育関係支援具
・三味線、箏
・液体窒素実験セット 等
（容器のみ）

【受付窓口】 【利用対象】

・総合教育センター２階 ・県内公立学校園の教職員 等

【開室時間】 【問合せ方法】

・火曜日～金曜日 9:00～17:00 ・電 話：０２７０－２６－９２０８

（祝祭日は閉室になります） ・Ｆ Ａ Ｘ：０２７０－２０－１２８４

・電子メール：karisen@edu-g.gsn.ed.jp

【Ｗｅｂページ】https://center.gsn.ed.jp/karisen
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(2) ぐんまスクールネット

総合教育センターが教育情報ネットワークの拠点となり、県立学校が安心して様々な情報を

入手し発信できるように、ウイルス対策や閲覧制限、迷惑メール対策、各種アップデートの一

元管理、メール連絡網サービス等の利用環境を提供しています。

また、総合教育センターの事業の紹介、研究の成果や教育資料の公開など、学校に役立つ各

種教育情報を発信しています。なお、ＷｅｂページをＣＭＳ（コンテンツ・マネジメント・シ

ステム）で構成することで、総合教育センターからの緊急時の連絡などについても迅速に対応

できるようにしています。

(3) 教育情報の提供

◇ ぐんま教育フェスタ

外部講師による特別講演や総合教育センターにおける教育研修員の研究成果発表を軸に、教

育における最新の情報を提供し、群馬の教育の在り方について考える機会とします。今年度も

新型コロナウィルス感染症対策に配慮しつつ、２月４日（土）に開催する予定です。

【特別講演】 【研究成果発表：小学校図画工作】

◇ ぐんま教育賞

「分かち合おう！育てる知恵、教える知恵」を合い言葉に、多くの教職員から、群馬県の教

育の向上に関する具体的な提言や教育実践の論文等を募集します。杉の子賞の募集となります。

優れた作品を表彰し、Ｗｅｂページに掲載します。

◇ 「電子版センターだより」

総合教育センターで重点的に取り組んでいる研修講座や、最新の研究報告等の情報を掲載し

た「電子版センターだより」を、県内全ての国公立学校・園に電子メールで配信しています。
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４ 相談事業

子ども教育相談室では、学校・園の生活や学業、いじめや不登校、生活習慣や養育、発達の遅

れや就園・就学等、教育や子育てに関する相談に対応します。

＜子ども教育・子育て相談＞
乳幼児から高校生までの教育や子育てに関する相談

【対 象】

〇乳幼児から高校生までの子供、保護者、学校・園教職員 等

【相談方法】

〇電話相談

電話番号 ０２７０－２６－９２００

〇来所相談

事前予約が必要です。上記、電話番号へ御相談

ください。

〇訪問相談（発達に関する相談のみ、学校・園からの

依頼により実施します。）

【相談時間】 月曜日～金曜日 ９：００～１７：００

第２・第４土曜日 ９：００～１５：００

※祝日・年末年始等は除きます。

スタッフ

指導主事、教育相談員、精神科嘱託医、臨床心理士、

言語聴覚士、作業療法士、特別支援学校教員

■ 必要に応じて、「特別支援教育センター」「幼児教育センター」（P.11）と連携して対応します。

■ 言語聴覚士による「ことばの発達土曜相談」と、臨床心理士と共に同じ悩みをもつ保護者が話し

合う「あったかスマイル相談会」を実施します。

＜24時間子供ＳＯＳダイヤル＞

いじめ問題やその他の子供のＳＯＳ全般

【電話番号】

フリーダイヤル：０１２０－０－７８３１０
な や み い おう

【相談時間】

２４時間対応
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５ 特別支援教育センター事業

特別支援教育の充実に向けて、子供の理解や指導方法等に関する情報の発信や機関連携の強化

等に取り組んでいます。

６ 幼児教育センター事業

幼児期の教育の充実に向けて、研修会や講師派遣を通して幼児教育施設の職員や子育ての支援

者を支援します。

〇特別支援教育の指導上の課題解決に資する指導資料やリーフレットを発行しています。

〇群馬大学との連携事業において「特別支援教育の充実」に係る実践交流会を実施し、優

れた実践を紹介しています。

〇特別支援教育に関する研修会や特別支援学校の授業公開について、案内を行っています。

〇教育や保健福祉等の分野の相談担当者を対象とした「障害児相談担当者連絡会」を実施し、

機関連携の強化を図っています。

・電話 ０２７０－２６－９２１８（直通） ・電子メール tokushi@edu-g.gsn.ed.jp

機 関 連 携

情 報 発 信

○教職員向け研修講座
幼稚園等の教職員の資質向上を目指し研修講座を開催します。
○夕やけ保育研修会
幼児期の教育や幼保こ小の連携・接続を巡る課題解決のための研修会や参加者同士の
交流会を開催します。また、乳幼児の発達の理解を深める講演を通して、子育ての支援
者を含めた保育者のスキルアップを図るための研修会を開催します。

保育アドバイザーの派遣

保育や教育の専門家が以下のような研修会やセミナーに講師として出向いて、
専門的な視点から支援します。
○幼稚園・認定こども園・保育所等の研修会や公開研究会
○幼稚園・認定こども園・保育所等、子育て支援施設、市町村等で家庭教育の
支援を目的としたセミナーや講演会

○「ぐんま幼児教育センターだより」を発行しています。

幼児教育施設の職員や子育ての支援者の支援

情 報 発 信

・電話 ０２７０－２６－９２０３（直通） ・電子メール youji@edu-g.gsn.ed.jp
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７ ハートフル・スクール・サポートステーション事業

一般就労を目指す障害のある方（ステーション スタッフ）に校務職場における働く場を提供

しています。スタッフは、支援員の指導のもとでチームで学校等での校務補助を行いながら一般

就労に必要な知識や技能を身に付け、民間企業等への就労を目指します。

＜学校等への派遣業務（週３日程度）＞

【派遣対象施設】

○センター周辺の学校や教育施設（支援員が公用車を運転してスタッフを派遣）

【派遣スタッフ】

○チャレンジ雇用の障害のある方

定員７～９名（現在６名在籍）

【作業内容】

○校庭の除草、校舎の清掃、図書等の

整理、文書廃棄、資料印刷、学校行

事の準備 等

○詳細は下記派遣申込み先へ御相談く

ださい。

【派遣申込み先】

○ハートフル・スクール・サポートステーション

電話番号 ０２７０－２６－９２０６（直通）

担当 主幹専門員 新井 有希子

【スタッフの勤務時間】

○週３０時間 ８：３０ ～ １５：３０（月曜日～金曜日）

○週２０時間 ８：３０ ～ １２：３０（月曜日～金曜日）

＜障害者職業生活相談＞

【派遣対象施設】

○チャレンジ雇用の障害のある方が配置された学校や教育委員会管轄下の各所属

【派遣スタッフ】

○障害者職業生活相談員（ハートフルスクールサポートステーション支援員が兼任）

【取扱内容】

○チャレンジ雇用の障害のある方に対する職業生活相談

○障害者の配置された学校や教育委員会管轄下の各所属に対する指導助言
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－ 交 通 案 内 －
・東武伊勢崎線新伊勢崎駅から … 徒歩約10分
・ＪＲ両毛線伊勢崎駅から ……… 車で約10分
・ＪＲ高崎線本庄駅から ………… 車で約40分
・ＪＲ新幹線本庄早稲田駅から … 車で約45分
・北関東自動車道伊勢崎ＩＣから… 車で約15分

＜ 案 内 図 ＞


